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＜研修まとめ＞

　この研修は、はっきり･正直・率直に言って大変つまらない研修だった。何しろ、１００枚以上のスライドがあるが、全て厚生労働省が発表した内容ばかりで、私たちが一番聞きたい「だから私たちは何をしたらいいのか？」がまるでないのである。しかも、口調はぼそぼそと聞き取りにくく、挙句の果ては、「どうせ難しいから」「全部書いてありますから」ときた。時期が時期だけに相当期待して、この研修に参加したにも関わらず、である。この研修は５回シリーズだが、今回だけ参加した人も大勢いた。それだけ関心が高い内容なのである。何しろ、病院管理をしていく上でなくてはならない情報だから。だから、つまらなくても我慢した。必死で眠気と戦いながら聞いていた。が、メモを取ろうにもポイントがない。だから頭にも入らない。最後には、「いいや、自分で調べて考えよう。」という結論に達したのである。

　今回の研修は、このように無駄な時間をすごしてしまったが、一つだけ学んだことがある。

　初回から参加しているメンバーだが、なんと午後の講義が始まった直後、そう、講師が話し始めた瞬間に席を立ち会場を後にしたのである。“えっ、いいの？”という思いと同時に、“出て行かれて当然の研修だよな”という思いと一緒にかんじた。私自身、帰りたいけど帰れないかなあ・・・・と迷いながら参加していただけに、彼女の行動には感動した。そうなのだ。これは無駄な時間なんだ！自分の時間をもっと有効に活用することが求められているのに、ここでこんなぐずぐずしていることは無駄以外の何者でもない。私も会場を出ようかとおもったが、タイミングが計れない。そうこうしているうちに研修終了。私には途中で会場を出る勇気がなかったのである。今後、私も彼女のように、無駄な時間を“言葉ではなく行動で”相手に伝える技術を身につけることができるだろうか？

　今回の研修で最も感じたことは、彼女の行動の意味と今後の私自身の行動変容の必要性である。これから（できるならそのような研修には参加したくないが）必要時、彼女の行動を見習いたい！ということと、法人研修などで、私の研修中に出て行く職員がいないような研修を作ることの重要性を改めて感じた。

＜研修要旨＞

　今回の研修の内容は、６月頃に出版される通称みどり本に全て掲載されている。その内容についてたらたらと説明しただけの半日だったので、特にここに記すことはない。必要なことは、そのみどり本に全てついている。必要な部分について自分が読みこなせばそれで済む内容である。

　










